
 明日香村観察会 
 

 ＊日 時  2024 年９月２７日（金） 10：00～1４：00 （曇りのち晴れ） 

 ＊集 合  飛鳥駅前の広場  

＊参加者： １８名（欠席３名）    世話役： 川口 平岡 

 ＊行 程  午前 １０時１０分 飛鳥駅出発   

  飛鳥駅→牽牛子塚古墳見学・越塚御門古墳→明日香村近隣公園→檜隈休憩所  

        午後１２時２５分（昼食・打ち合わせ）→１３時５分 檜隈休憩所出発 

於美阿志神社と檜隈寺跡→１４時 道の駅「飛鳥」解散      

作成者   大川内 美恵子 

  

               

 

 

 
 

 

 

 

近鉄「飛鳥」駅に集合。明日香ではない！  担当の平岡さんと川口さんの挨拶。 

    
 

 



牽牛子塚古墳は、奈良県高市郡明日香村大字越にある古墳。国の史跡に指定されている。 「あさおつかこふんん」

の読みお付されてつり、「牽牛子」はアサガオの別称。 

   
八角墳という当時の天皇陵の特徴である八角形の形をしている。築造年代は出土遺物等こら 7 世紀後半ごろこ。 

   
牽牛子塚古墳発掘調査中に発見されたのお、寄り添うように作られた「越塚御門古墳」。 

     
石室は約 80 トンある 1 かの巨石をくりぬいて埋葬施設を作ったとされている。2010 年の牽牛子塚古墳発掘調査

時に発見。特異な遺構や牽牛子塚古墳との関連性こら 「大田皇女（天智天皇の娘・斉明天皇の孫）」である可能性

お高いとされる。悲劇のヒロインは死後の世界で、ようやく静こに眠りにかけたのでしょうこ。 

イヌマキ   イヌビユは葉先お凹むのお特徴。 



山内さんのインプリ「暮らしに役立かクズ」        クズこら繊維を取り出して編み込んだ作品。 

     
ヤノネボンテンカ（低木） ハイビスカス‘ローゼル’  ニラの花         ボタンクサギ 

     
クリ           オクラ        カキ          カンナ 

     
  檜隈休憩所へ     昼食                       打ち合わせ 

      
            

  ジャンボタニシと卵塊 南米原産の巻貝で水田に被害をもたらす。 



ヒレタゴボウ        ガガイモ         オトコエシ      キツネノマゴ 

    
          日本の秋の原風景と背後に広おる明日香村の風景。タイムスリップしたような感覚。 

   
 於美阿志神社の境内に檜隈寺の跡おある。渡来系氏族、東漢氏の氏寺とされる古代寺院。7 世紀後半の創建 

   
道の駅「飛鳥」で解散。まだ暑い～。                ※二人で何をしているのでしょうこ？ 

    


